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８月１０日（日）旭スポーツセンターにて、＜あさひボッチャ＞＜成人男子インディアカ＞、

９月７日（日）＜三世代輪投げ＞の本選がおこなわれ、熱い戦いが繰り広げられました！ 

チーム

市沢

笹野台地区、希望が丘南地区、今宿地区、川井地区の４チームと対戦し、１勝３敗。 残念ながらリーグ戦突破

は出来ませんでしたが、出場した６名の皆さんは終始、真剣かつ和気あいあいとプレイを楽しんでいました。 

試合前には、権藤由紀子旭区長が写真撮影に応じて下さり、「皆さんがんばってください！」とエールをい

ただきました。 

 

18 歳未満、18～60 歳未満、60 歳以上の各世代

を代表するメンバーが旭スポーツセンターに集結。 

結果は一勝二敗で惜しくも予選敗退となりましたが、 

初めて参加したメンバーからは、「こんな大会がある

ことを知らなかった！とても楽しかった！また出た

い！」という感想がきかれました。 

 

昨年度第３位となった市沢精鋭チームが出場。今年

も順調に勝ち進みましたが、決勝で笹野台地区に敗

れ、惜しくも準優勝となりました。来年は絶対に優勝

トロフィーを持ち帰ってくださることでしょう！ 

市沢地区では、住民のだれでも参加できるお祭りやイベントが

たくさんあります。町内掲示板や市沢地区地域支えあいネット

ワークのホームページ https://ichizawa.yokohama/を 

ご覧ください。 

７月２１日（土）、社会福祉法人同愛会 空とぶくじら社主催『くじらまつり』

にお邪魔しました。利用者さんやスタッフによる出し物は、和太鼓、エイサ

ーなど、お客さんも一緒に盛り上がりました。また利用者さんのイラストを

使ったＴシャツやトートバッグの販売コーナーや、“ターゲットボッチャ”とい

うまとあて遊び、わなげ、千本くじなど縁日ブースもあり、子どもも大人も

楽しんでいました。パン工房ヴェスタや、ポップコーン、焼きそば、手作り焼

き菓子、お豆腐販売などのコーナーも大盛況の様子でした。 

空とぶくじら社 

子どもから大人まで、どなたでも利用できる地域食堂 

“みんなでたべるとおいしいね♪たのしいね♪”を合言葉に、市沢ほっこり食堂（市沢地区地域支えあいネット

ワーク・市沢地区社会福祉協議会共催）の運営を進めてまいりました。今回でようやく３回目となります。          

これまで地域の様々な年代の方々、小さなお子さんを連れたお父さん、お母さん、市沢学童クラブ、市沢小学

校放課後キッズクラブからもたくさんの方に来場していただきました。運営・サポートスタッフ一同、とても嬉しく

思っています。 

ほっこり

この事業は「あさひふれあい助成金」「旭区社協独自助成（子どもの未来応援助成金）」を受けて実施しています。  

次回は （土） 
１１時～ 
限定６０食 

７月２９日（土） 市沢小学校校庭に朝早くから実行委員・

ボランティアが集まり、やぐらや出店の準備が始まりました。

市沢納涼盆踊り実行委員会では、参加する地域の皆さんが

安心安全に楽しめるようにと打ち合わせを重ね、踊りの練習

会などのさまざまな準備をして、当日を迎えました。 

今年のアトラクションは、《沖縄三線の会 や～る～ず》の

皆さん。三線の音に合わせて「島人の宝」や「涙そうそう」と

いったポップス曲、沖縄民謡、わらべうたの演奏、太鼓を使

ったエイサー、そして“カチャーシー”という沖縄の手踊りを

楽しみました。“カチャーシー”とは、楽しい空気をかきまわし

て、参加者皆で分かち合おうという、人とのつながりを大切

にする温かい気持ちが込められています。 

９月２９日（土） 青く晴れ渡る空の下、市沢熊野神社例大祭が執り

行われました。あいにく子どもたちがひく山車のブレーキに不具合が

あり、子ども神輿のみの運行となりましたが、神社境内に集まった皆

さんは思いおもいに買い物やゲーム、飲食を楽しんでいました。 

市沢納涼盆踊り大会 

午後１時からはお待ちかねの奉納演芸会です。《市沢キッズ琴の会》

は初登場。その後、空手演武、日本舞踊、フラダンスと続き、同じく  

初登場のダンス＆ボーカルの《サニーmama ダンスプロジェクト》は 

アップテンポな曲に合わせたダンスを披露し、会場を盛り上げました。 

      

熊野神社例大祭 

そして市沢太鼓の皆さんの迫力ある演奏、最後は《西谷中マーチング

バンド部》による素晴らしい演奏が披露され、今年

の例大祭奉納演芸会を締めくくりました。 

https://ichizawa.yokohama/をぜひ

